1 応募要領
【趣  旨】
国土交通省富士砂防事務所（以下『公募者』という）では、富士山大沢崩れ対策として「ブロックスクリーン工」による対策を実施している。この工法は、渓床部にスクリーンとなるコンクリートブロックを敷設するもので、その機能は、渓床部にスクリーン（透水層）を形成し、スクリーン上に堆積した土砂に降る雨等の水分を分離して下流に流すことで土石流（土砂の二次移動化）発生の防止を図る。
この計画ではコンクリートブロックを、標高2,200ｍから3,200m級の25度～34度という急傾斜地の渓床部に敷設するが、敷設箇所は人が行き着いて作業することが危険な箇所であるため、ヘリコプターにより敷設を行うものである。またブロックはスクリーン機能として設置することから、容積が大きいことが望まれる反面ヘリコプターでの施工性から重量に対する制約を受ける。このため容積が大きく、単体でも転がりにくく、かみ合わせの良いブロック等が求められる。

公募者はこれまでに約3,800個のブロック（三基ブロック1.5t型）を敷設しているが、今後ヘリコプターの性能低下につながる更なる高標高地への敷設を行うことから、スクリーンとしての機能を確保しつつ、容積確保の観点から重量を軽減したブロック等が必要となった。

この度、「ブロックスクリーン工」に使用するスクリーンとなる製品について、転がりにくく、製品同士のかみ合わせが良く、容積の大きい（ヘリコプター施工における運搬回数の少ない製品）提案を公募し、富士山源頭部工事に使用する適正製品を選定する。

選定は、応募者の提案するブロック等の製品の内容（形状及び製造方法等）を踏まえ、応募者の中から実施実験（製品の転がりにくさやかみ合わせの良さ、吊り筋の強度や製品の強度等の性能を確認する実験と製品の製造実験等。）に参加する者（実験実施者）の選定を行い、実験参加者による実施実験で得られた資料を基に公募者が開催する検討委員会で検討を行い、検討結果を踏まえ適正製品を選定する。

公募者は1つの候補として、現地土砂を利用したポーラスコンクリート（スランプ“ゼロ”）の基本配合等のデータを取得している。

【目  的】
本公募の目的は、今後の「ブロックスクリーン工」に使用するブロック等を選定するにあたり、使用可能なブロック等の製品を広く募るものである。さらに応募者の提案製品の中から、実施実験による機能や製品の製造方法等について確認を行うものである。

なお、応募者の提案製品に中から最適なものについては、工事で使用していく予定である。
【公募要件等】

1） 対象：下記機能を有したスクリーンとなる製品の形式と製造方法について公募する。
· 製品の仕様条件・・・重量：１ｔ以下／個
ブロック重量について、１．０ｔ以下を基本とするが、現在使用しているブロック（１．５ｔ型）との比較のため、１．０ｔ以下のブロック等の製品に加え、総重量１．０ｔ～１．５ｔでの対応方法が有る場合は、対応方法、推定ブロック重量、設定単位（１０ｍ×１０ｍ×３ｍ）あたりブロック使用数等について付加すること。

　　　　　　　　　　　　　　形状：転がりにくく、かみ合わせの良いこと。
· 製作個数・・・コンクリート等のブロックの場合は30個程度
2） 公募内容　
· 提案資料の内容

1 応募者は、以下の事項について本応募要領　『７）応募受付期間』により示された期間までに提出する資料を以下に示す。

· 応募者（様式1-11-2,1-3,1-4）
· 提案ブロック等の製品の概要（基本的な諸元等）（様式1-11-2,1-3,1-4）
· ブロック等の製品一個あたりの想定単価（材料費＋制作費）（様式1-11-2,1-3,1-4）
· 実施試験場から御庭駐車場ヘリポートまでの想定運搬費（様式1-11-2,1-3,1-4）

· 提案するブロック等の製品の耐久性、環境、景観、土石流に対する単位体積重量、作りやすさ、見栄え、ブロックスクリーン工に対する考察, かみ合わせの考え方や傾斜地に設置するに当たっての考察など。（様式2-1,2-2,2-3,2-4,2-5）

· 実施実験における製作ヤード及び資機材等の配置図（様式3-1,3-2）

· 単位容積（単位空m3【幅10m＊延長10m＊厚さ3mを満足】あたりの敷設数）に関する計算式（様式4）
· 実施実験（参考資料5及び圧縮試験及び引き抜き試験、骨材の水分量測定方法等）の内容（様式5-1）
· 提案するブロックにおける実施実験（製作方法）（様式5-2）
· 実施実験実施フロー（様式5-3）

· 工程表（様式6）

· その他関連した文献など

2 必要に応じ応募者に追加資料の提出、説明を求める場合がある。

· 実施実験の方法

①　実施実験の参加に選定された応募者は、示された手順に従い実施実験を行うものとする。

a) 実施実験は据付実験（参考資料5）を必ず行うこと。
b) 実施実験は「３）実施実験の時期」の記載の通り報告書をとりまとめ、公募者に提出すること。
②　実施実験は、 静岡県富士宮市上井出地先 /富士山大沢扇状地土砂ストックヤード内とする。

③　据付試験（参考資料5）
製作したブロック等の製品の試験は、ヘリコプターで据え付けることを想定し、急斜面に製品を置いたとき（単体・群体）の状況及び製品の破損状況等を観察し、とりまとめを行うこと。またブロック等の形状の製品においては、敷設時のかみ合わせ状況も合わせて観察し、とりまとめを行うこと。ブロックを想定しての試験を以下に示す。

· 急傾斜地に設置したときのブロック単体および群体としての状況確認
· 単位容積あたりの使用量の確認
· ブロックの強度（ヘリコプター据付を想定し、数個並べたブロックに高さ１ｍ上空から別のブロックを落としたときのブロックの変状）

· 　吊り筋の安定性（ 吊り筋にかける荷重は、据付時にブロック単体の5倍の重量に耐えられることを確認すること。）

· 製作されたブロックの重量及び容積の測定
· 使用コンクリートの圧縮試験（通常／コア抜き）、引き抜き強度試験
④　製品製造に関わる歩掛調査等

· 製品の単価

· 実施実験場から富士山スバルライン御庭駐車場ヘリポートまでの運搬費

　　　　　　以下、コンクリートブロックを想定した歩掛調査等の項目を示す。
· 型枠単価（コンクリートブロックの場合）

· ブロック製作歩掛（コンクリートブロックの場合）
· コンクリート単価（購入費、現地製作の場合：材料費・制作歩掛など）

· コンクリート以外の材料費（吊り筋・補強鉄筋など）

· 使用材料等の条件

1 製品に使用する材料については、どのような材料を使用しても良いが、製品としての「耐久性」「環境性」「景観性」「土石流に対する単位重量について」「その他（ブロックスクリーン工に対して）」の応募者としての考察を求め、判定する。
2 公募者が1つの候補として、現地土砂を利用したポーラスコンクリート（スランプ“ゼロ”）でブロックを製作する場合の基本配合等のデータを以下に示す。

a) ポーラスコンクリートの基本配合を以下に示す。  

	粗骨材(
	w/c 【%】
	水【W】
	セメント【C】
	添加砂(洗砂)【S】
	粗骨材【G】

	(40－20)
	27.0kg
	90g
	333kg
	250kg
	1450kg

	(20-15)
	30.0kg
	100kg
	333kg
	250kg
	1450kg


b)  粗骨材は、富士山大沢扇状地土砂ストックヤードの骨材で公募者が用意する。

c) 添加砂は、洗砂を使用する。
d) その他

（ｱ）参考までに、公募者がポーラスコンクリートの基本配合決定した際の条件等を以下に示す。   

・　室内試験製作したポーラスコンクリートの単位容積量及び圧縮強度、引き抜き強度は以下の通りの結果であった、

	粗骨材径
	単位容積量
	圧縮強度
	引抜強度
	備　　考

	20-15
	2.06kg/L
	28.5N/㎜2
	4.29N/㎜2
	

	40-20
	1.83kg/L
	14,2N/㎜2
	3.3N/㎜2
	


注-1）現在使用している21-5-40 BBの場合の引き抜き応力度は6.28N/㎜2であった。

注-2）単位体積重量の測定は空気量測定器を用い、フレッシュコンクリートを規定の方法で詰め重量を求めて算出した。また供試体はφ15cmを使用し標準養生での値である。

注-3）粗骨材（40－20）のポーラスコンクリートの単位体積重量及び圧縮強度の供試体製作において、骨材が大きいことから十分な転圧が出来ていない可能性が大きい。

・　実験室ではセメントの投入前に少量の水を骨材に含ませ、セメントを混入した後残りの水を添加して作成した。

・　練り上がり状況により、標準配合の『水(W)』と『添加砂(洗砂)【S】』基本数量に対し±50kgまでの水を添加することには問題なかった。

　     (ｲ) 上記配合は公募者が試験した基本配合であり、最終配合は応募者が決定する。
3） 実施実験の時期　
実施実験は、平成23年11月から平成24年2月末の間を考えており、試験結果(コンクリートの決定、ブロック製作、各種実験等)等の資料は各項目および月末に中間報告を行うとともに、最終結果得は実施実験終了時（平成24年2月末）までに提出すること。
4） 費用等の分担　

　公募者と応募者(実験実施分を含む)の分担は以下の通りとする。なお、分担した事項に要する費用はそれぞれが負担するものとし、疑義等の問題が生じた場合は公募者と応募者の協議の上で決定する。
· 公　募　者：実施実験ヤードの提供、公募者が想定しているポーラスコンクリート

 の場合は主要骨材のふるい分け、

· 応　募　者：公募者の負担以外(以下に参考として具体例を示す)

(実施証実験者含) 製品の代金及び製品に関する基本的諸元・形状等に関する資料制作費、

 コンクリートブロックの場合はコンクリート(但し、事務所が想定するポーラスコンクリートで製作する場合は、主要骨材以外の諸材料【セメント、洗い砂、水等】、ポーラスコンクリートの製造、試験地内の運搬費)、

ブロック製作に関わる費用(型枠リース代、製造に関わる人工代、製作に関わるクレーン等の損料、転地代、圧縮試験（供試体制作費及びコアー抜き代含む）、引抜き試験、据付試験費等、報告書とりまとめ費）、歩掛調査費)、提案ブロックの基本的な諸元及び形状に関する資料作成費、他
5） 参加要件
以下の事項を満足することを参加要件とする。

1 提案ブロック等の製品の基本的な諸元及び形状に関する資料の作成が出来ること。

2 提案ブロック等の製品の実施実験（コンクリートの購入費またはコンクリートの製造・運搬費及びブロック等の製品の製作、諸試験費）歩掛調査結果のとりまとめについて自己の負担が出来ること。

3 実験期間中、実験を遂行できる技術者を現地に配置できること。

4 法人又は法人からなる団体であること。

6） 応募方法　
応募者は応募要件を満たした者が、応募受付期間内に以下の要領で資料を提出すること。

1 本応募要領　『２）公募内容　提案資料の内容』に示した内容を記載した資料。
2 資料は、紙ベース（2部）と電子データ(CD-Rで提出)とする。

3 電子データのファイル形式はPDF及びオリジナルデータ（Excel等）とする。

4 必要に応じ応募者に追加資料の提出、説明を求める場合がある。

7） 応募受付期間　
平成23年6月1日(木)から平成23年8月31日(水)まで

但し、平成23年7月29日(金)までに中間的な資料を提出すること。

8） 書面審査　
　　　応募された資料を基に以下の項目について、富士砂防事務所において審査し、実施実験を行う者（実験実施者）を選定する。但し、応募内容により審査内容が変わることもある。
1 応募された資料は、公募者の設置する専門家からなる検討委員会で審査の上、実施実験への参加の可否を決定し、10月27日(木)～28日(金)に応募者にメールまたは電話にて通知する。
2 実施実験に向けての提案ブロック等の製品の選定基準
選定基準は、提案ブロック等の製品の1個あたりの単価（材料費＋制作費）、御庭ヘリポートまでの想定運搬費（現場条件から運搬は11tダンプトラック）、製品1個あたりの想定重量、単位容積（単位空m3）あたりの想定個数、製品の転がりにくさ、群体としてのかみ合わせ、製品の製作性等について、以下の項目で審査し実施実験者を選定する。

a) 合理性

· コンクリート（購入もしくは製造方法）については合理的か。

· ブロック製作方法は合理的か。

· 提案ブロックの転がりにくさやかみ合わせについて、良好で合理的に説明されているか。

· 群体となった時のかみ合わせ状況について、良好で合理的に説明されているか。

b) 実現性　

· ブロック1個あたりの重量は、ヘリコプター施工(1.0t以下)に対応しているか。

· ヘリコプター施工（輸送及び据付）に耐えられる構造体となっているか。

· ブロック単体の重心の位置（ヘリコプター運搬及び急斜面における安定性の判断）について適切か。

· 環境面や景観面に対する考察は適切か。

· 製品1個あたりの制作費（工・材込み）の相対評価
· 製品1個あたりの運搬費（運搬に使用する車は11tダンプ・山梨県スバルライン御庭ヘリポートまでの運搬費）の相対評価
· 耐凍害性について通常のコンクリートブロック等の製品と比べたときの強度等についての相対的評価

c) 効率性　

· コンクリートブロック等の製品の単位空m3(幅10m＊長さ10m＊厚さ3m)の個数の相対評価。

d) 安定性　
· ヘリコプターで運搬することから、ブロック等の製品の形状と吊り金具（吊り筋）の位置は適切か。

· 購入コンクリートもしくはコンクリートを現地製造する場合の品質確保（安定性）に向けた手だてが明示されているか。

· ブロック制作時の品質確保（コンクリートの締め固め方法等）に向けての手だてが明示されているか。

· 吊り金具(吊り筋等)及び製品の補強方法の安定性（安定計算）は図れているか。

e) 妥当性
· 所定の工程内（施工開始から据付までの期間が通常のコンクリートブロックの製造と同等の期間に同等の数の製品が用意できること。通常3ヵ月程度。富士山源頭域調査工事では過去に1,500個のコンクリートブロックを製作している。）に収まる実験計画になっているか。

· 購入コンクリートもしくは現地製造されるコンクリートの製造方法及び試験方法は妥当か。

· ブロック等の製品の製作方法及び試験方法は妥当か。
f) 施工性（作りやすさ・見栄え）

· 製品（コンクリートブロック以外の製品）の製造

· 製造方法及び材料は妥当か。　　

· コンクリートブロックでの製造の場合
· コンクリートの製造方法（購入の場合配合、現地製造の場合は製造方法）は妥当か。

· 現地製造の場合において材料の計量方法は妥当か。

· 型枠（ブロック）の設置方法は妥当か。
· コンクリートの転圧方法は妥当か、
· 吊り筋の設置方法は妥当か。
· 補強方法は妥当か。
9） 応募資料作成説明会　
平成23年6月２４日（金）13:30～    

富士砂防事務所及び現地（富士山大沢扇状地内）で行うものとする。

 　 参加予定者は、「１０) 問い合わせ及び提出先」の問い合わせ先に事前に連絡をすること。
10） 問い合わせ及び提出先

国土交通省中部地方整備局 富士砂防事務所 

      住  所：〒 418-0004  静岡県富士宮市三園平1100

      担当者：建設監督官  岩本 年正

      電  話：0544（27）5387

      電子メール：岩  本：iwamoto-t85aa@cbr.mlit.go.jp
                  事務所：gentobu@fujisabo.go.jp
  　実施実験の条件に関する問い合わせ及び質問事項については、電子メールで受け付ける。
　　問い合わせ期間は、公募開始から平成23年7月29日（金）( 土曜日、日曜日及び祝日を除く) まで。
11） その他

以上の内容のほか、以下の点について留意すること。

   ① 本実験で得られたデータは公募者と実施実験者の共有とし、実施実験者がこのデータを使用することに関して制限を設けない。

2 実施実験および実験に関する実験結果の整理については、公募者の指示によること。

3 公募者は、提出された『提案書』を選定作業以外には使用しない。また、委員会の検討結果の公表に当たっては、必要により応募者の確認を得るものとする。

4 今回選定されたブロックは平成24年度以降に発注される工事での使用を予定している。

5 既設ブロックスクリーン工では約3,800個（標高2,100m付近、横工上流端から延長約85mの区間）のコンクリートブロック（1.5t型）を敷設している。

6 今後の計画としては、標高2,200m～3,200m付近にブロックスクリーン工の施工を予定している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以  　上
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